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「マンションストック長寿命化等モデル事業」採択プロジェクト（第１回） 一覧 

No. 

マンション名 

提案概要 
提案者名 

マンション所在地 延べ床面積 

階数 総住戸数 

外観写真 概評 

 

先導的再生モデルタイプ（改修工事支援） 

１ 

ライオンズマンション日吉南 

【工事中の居住者負担の低減、工事を契機としたマン

ションコミュニティ向上に係る取組を含む、給排水管

改修工事】 

築約 35 年、45 戸のマンション。給排水管調査の結果

を受け、高齢者も多いことから突発的な給排水管の漏

水事故を防ぐため、共用部分の給排水管、専有部分の

給水、給湯、追い炊き、排水管を一体的に高耐久の配

管に改修する。室のバリエーションが多く、室内の工

事について多くの居住者が不安を抱えていることか

ら、計画説明会や全住戸入室調査、各戸における工事

計画内容の説明を先行して行う。また、今回の工事を

契機に各住戸の居住者情報を管理組合でまとめ、今後

のマンション維持管理、共助、マンションコミュニテ

ィ向上などに役立てる。 
（※：住戸専有部分の給排水管改修工事は補助対象外） 

京浜管鉄工業株式会社 

神奈川県 2977.01 ㎡ 

地上６階 45 戸 

 既存コンクリートスラブ貫通部について、共用給水立

管はパイプ in パイプ、共用排水立管は外径が小さい

特殊排水継手を使用することで、工事に伴う振動、騒

音、粉塵の低減及びそれらの対策工程の省略を図る点

を創意工夫があると評価した。また、将来の維持管理

に向け、共用排水立管の掃除口設置の他、今回の工事

を契機に管理組合にて居住者情報の収集を図る点、工

事の実施について総会決議済であり居住者への工事説

明を先行して行う点も評価した。なお、専有部分内の

配管工事に修繕積立金から拠出するのであれば、マン

ション標準管理規約コメントを参考とした規約改正を

行うべきとの指摘があった。 

 

  



２ 

ベル・パークシティ画地ⅡJ 棟 
【超高層マンションにおける仮設工事の工夫によるコス

ト削減、居住者負担低減を実現する給排水管改修工事】 

築約 35 年、328 戸の超高層マンション。給排水管劣化診

断調査において近年中に使用限界と診断され排水不良も

生じている。共用部分及び専有部分の給排水管を樹脂管

に更新、排水システムの見直し、老朽化した受水槽・高

架水槽の更新による耐震性向上を図る他、給排水管更新

工事に伴う内装解体工事にあわせ、共用部分照明器具を

LED 器具に交換、共用トイレのバリアフリー改修、集合

ポストの改修、宅配ロッカーの新設を行う。これまで工

事の計画立案、計画概要説明会、長期修繕計画の見直し

を実施し、給排水設備改修工事について総会承認済であ

る。 
（※：住戸専有部分の給排水管改修工事、共用部分照明器具交

換工事、共用部分トイレ改修工事、集合ポスト改修・宅配ロッ

カー新設工事は補助対象外） 

建装工業株式会社 関西支店 

大阪府 34146.24 ㎡ 

地上 36 階 328 戸 

 工事中の仮設給水管について、新設揚水管を先行配管し

各住戸への仮設給水管として暫定利用し、新設給水管敷

設後に切り替えることで、仮設管材の廃棄削減等を図る

点を合理的と評価した。また、排水システムの見直しに

おいて、排水横主管増径ができない一部系統について、

他の排水横主管に合流させることで不要となる配管貫通

穴を利用してバイパス通気管を設ける点、新設受水槽に

緊急用の水栓を取り付け災害時に配水可能な給水拠点と

する点も、創意工夫が見られる。また、超高層マンショ

ンにおける工事中の居住者負担の低減策として、中間階

への仮設トイレの設置や連日の排水規制が発生しないよ

うにするための工程計画、排水横主管が合流する１階エ

ントランスホール天井への作業床を兼ねた仮設天井の設

置等の工夫、及び合意形成に係るこれまでの取組も評価

した。 

３ 

アーバニティ王子 

【大規模修繕の実施時期の計画的な見直しを伴う緊急性

の高い排水管改修工事】 

築約 35 年、47 戸のマンション。令和４年度の計画支援

型で採択された案件。大規模修繕工事の時期に排水管の

漏水事故が発生し、排水管更新の前倒しが必要となっ

た。修繕積立金の積み上がりを考慮し、瑕疵保険を活用

することにより大規模修繕工事を５年先送りし、排水管

を更新（一部更生）する。大規模修繕工事の延期に際し

ては、計画支援型で実施したドローンによる外壁調査及

び第三者調査をもとに保険会社と合意の上、外壁クラッ

クの補修等のメンテナンス工事を足場をかけず行う。排

水管更新については、計画支援型での全戸調査を踏まえ

た指針の作成、専有部分のリフォーム状況の把握、樹脂

集合管の遮音試験の成果に基づき決定された改修工事を

実施する。また、全戸調査の結果を活かした専有部分の

給水・給湯管の一斉工事を提案し、希望住戸に対して排

水管の更新直後に工事を行う。 
（※：住戸専有部分の給排水管改修工事は補助対象外） 

野村不動産パートナーズ株式会社 

東京都 2834.50 ㎡ 

地上８階 47 戸 

 計画支援型事業での成果を踏まえた、大規模修繕工事の

延期に必要なメンテナンス工事、排水管の改修工事とな

っている。排水管については一部の躯体埋込部分、屋上

防水関連部分については更生工法を併用し、ＰＳに立管

が２本（汚水・雑排水）配管されていた箇所は集合管

（１本）にまとめ、集合管継手の騒音対策についても遮

音試験に基づき仕様を定める等、当マンションの状況に

応じた創意工夫があり合理的な改修内容となっている。

また、計画支援型事業で取得した３D データを活用した

図面を作成するとともに、全戸の現況調査を踏まえた専

有部分の配管状況や使用上の注意点等を記した「メンテ

ナンスのしおり」の作成についても、将来の維持管理の

観点から評価した。 

  



先導的再生モデルタイプ（建替工事支援） 

４ 

下野池第２住宅 【既存住宅の仮住まい利用及び地域貢献施設の導入に

よる団地型マンションの建替え】 

築約 50 年、15 棟・410 戸の団地型マンション。令和

３年度の計画支援型で採択された案件。既に一括建替

え決議済みであり、計画支援型で提案された既存住棟

の仮住まい利用、保留敷地への地域貢献機能の導入、

共用棟へのコミュニティ機能の導入、防災備蓄倉庫、

ガスコジュネレーションによる災害時対応、カーシェ

アリングの導入などを実現する。 

京阪電鉄不動産株式会社 

大阪府 26252.47 ㎡ 

地上５階 410 戸 

 

解体工事時期をずらすことにより、施行マンションの

一部を仮住まいとして管理運営し、仮住まいの家賃収

入により団地外に仮移転する区分所有者との費用負担

の不衡平を補うといった仮住まい事業や、保留敷地に

おける医療モール、高齢者向け住宅の整備等を、創意

工夫のある建替え事業として評価した。 

 


